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（１０月３１日、金沢地裁での意見陳述より）

私は珠洲市大谷地区の長橋町という小さな村で生まれ、そこ

で育ちました。海と山に囲まれた狭い平地にひっそりと佇むの
たたず

どかな田舎です。市の中心飯田町とは距離にして約17km、半

島を横断する国道249号で結ばれています。飯田からトンネル

を抜けて大谷に出る国道は、そのまま海沿いを走り輪島に続きます。現在は金沢市に住み年に

何度かしか帰らないところですが、大谷地区と長橋町は今でも大切な私のふるさとです。

大谷地区も先の地震で大きな揺れに襲われました。数多くの家屋が倒壊し、土砂崩れにより

何人もの方が亡くなりました。私の実家も準半壊となり、そこに住む兄夫婦と当時95歳の母親

が地元で長い間、避難所生活を余儀なくされました。

地震直後、兄に連絡を試みましたが通じませんでした。しばらくして、大谷地区がトンネル

の崩壊と土砂崩れによって孤立していることを知りました。連絡することも実家に行くことも

できず、不安な時間だけが過ぎていきました。

一方輪島にある妻の実家が全壊し、妻の母がその下敷きとなりました。しかしすぐに救け出

され、命に別状はありませんでした。今思えば、これは「奇跡」としか言いようがありません。

地震発生から2日後の3日午前、車に水や食料を積めるだけ積んで輪島に向かいました。「の

と里山海道」を柳田インターで降り、緊急車両などの車で溢れかえった一般道で輪島に着いた
あふ

ころ、辺りはもう暗闇に包まれていました。普段なら２時間で行けるところを７時間以上もか

かったのです。

その道中で目にした被災の状況が脳裏に焼き付いています。無残に倒壊した家屋、陥没と隆
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起でずたずたになり、やっと車一台が通行

できる道路。亀裂の中に落ち込んだ車、傾

いた電柱。朝市通りの大火災による焦げ臭

さが漂う輪島市内の空気。それは未だかつ

て目にしたことのない光景でした。

両親の安否を確認し、あたふたと帰路に

つきました。帰りは夜の運転となり、より

慎重さが求められた上に、行きと変わらな

い大渋滞で金沢に着くころには日付が変わ

っていました。合計14時間以上の往復を通

して、大災害が起こった中での移動や避難がいかに困難であるかを思い知らされました。

しかしこうした中、救いともいうべきことがありました。それは珠洲に原発がなかったこと

です。

かつて2箇所あった珠洲原発予定地のうちのひとつが高屋地区です。そこは私の実家から直

線距離にして7kｍほど。私が学んだ大谷中学校には、ここから何人もの同級生が通ってきてい

ました。今回の地震の震央はまさにこの高屋地区の裏山でした。

先日帰省した折、高屋まで足を運びました。地震前までは遠浅の海であった一帯は、海底の

隆起によってごろごろとした岩場に姿を変えていました。漁港の岸壁は亀裂と陥没で完全に破

壊され、防波堤が2mも隆起しているのをこの目で確かめました。被災の実相は私の想像をは

るかに超えるものでした。

もうひとつの予定地であった三崎町寺家地区も、沿岸部の隆起とともに津波被害の跡が見ら

れました。隆起は1mに達し、津波については土木学会による調査で最大5mもの痕跡が確認さ

れています。これは七尾市以北10箇所の調査地点の中で最大の値でした。

ここで原発が稼働していたらと思うと、背筋が寒くなります。もしかしたら、福島以上に苛

酷で悲惨な原子力災害が起っていたかも知れません。その場合、逃げ場を失った私の母親、兄

弟は壊れた家の中や避難所で被ばくを強いられたことでしょう。

母親は地震から4カ月後の5月にこの世を去りました。亡くなる前、私は「あそこに原発がな

くてよかったな」と問いかけてみたことがありました。涙ながらに大きく頷いていたあの姿が
うなず

忘れられません。

もうひとつの救いは、志賀原発が運転を停止していたことです。

志賀原発では、地震の揺れにより建屋本体や関連施設などでさまざまなトラブルが発生しま

した。北陸電力は「安全面に問題はない」としていますが、それはあくまでも原発が停止中で

あったからです。もし稼働していたら、外部電源の一部喪失を始めとしたトラブルが重大事故

につながる要因となった可能性は否定できません。

この地震で志賀原発の30km圏内の14地区で、少なくとも154人が最長16日間孤立したこ

被災の中での救い

もうひとつの救い

輪島市朝市通り（1月3日・朝日新聞デジタル）



- 3 -

とが明らかになっています。「逃げ道なんてどこにもなかった」、「稼働していたらと考えるとぞ

っとする」という住民の声を北陸電力はどのように聞くのでしょうか。

今回の地震により、「石川県原子力防災計画」の綻びがいくつも明らかになりました。
ほころ

（１）「寸断された道路で安全に避難するなんて無理」

防災計画が定める11の避難ルートのうち、７路線で通行止めが発生しました。また、これ

らにつながる道路も各所で寸断され、最大87箇所が通行止めとなりました。

私は地震直後の輪島への往復で、寸断された道路による移動がいかに困難であるかという

ことを、身をもって体験しました。地震という自然災害で、しかも一定の秩序が保たれてい

る中でさえ困難を極めたのに、これに原発事故が重なりパニックも想定される中、短時間で

かつ安全に避難することは不可能であると断言できます。孤立し逃げ場を失った集落も最大

24地区、3千3百人以上にのぼりました。防災計画はこうした事態を想定していません。

（２）「壊れた家で屋内退避なんて無理」

志賀原発30km圏内にある9市町で2万7千棟超の住宅が地震の被害を受けました。全壊・

半壊した家屋はもちろん、一部損壊でも隙間などがあれば放射線を防ぐ役割は果たせません。
すき ま

そもそも、日常生活が困難になった家屋に退避するということ自体が無理な話です。計画は

災害で多くの住民が屋内退避できなくなるという事態に対応していません。

（３）「避難計画は絵に描いた餅」

計画では、志賀原発に緊急事態が発生した際、30km圏内のうち原発の北側に住む住民は

奥能登方面に避難することとしています。しかし、震源に近かった珠洲や輪島はとくに被災

状況が厳しかった地域であり、こうした所への避難など実際にはあり得ないことです。これ

ひとつとっても、計画は「絵に描いた餅」といわざるを得ません。

さらに、放射線防護施設の機能喪失、モニタリングポストの故障、海路及び空路による輸

送手段の断絶など、避難計画が想定していない事態が続出しました。

（４）「実効性のある複合災害対策なんて作れない」

計画は「複合災害」について応急対策などを示していますが、その分量は全115ページの

うちわずか3ページに過ぎません。しかもその中身は具体性を欠き、複合災害に対応したも

のとはなっていません。

しかし、これは無理もないことです。一口に「複合災害」といっても、その内容は多岐に

わたります。地震、津波、豪雪、豪雨、洪水、地滑

りなどの自然災害がいつどのようにして起こり、原

子力災害と相まってどのような影響を及ぼすかなど

到底シミュレーションできないからです。実効性の

ある複合災害対策など誰にも作れないのです。

9月21日に奥能登を襲った記録的な豪雨により、

地震で疲弊した人々は再び大きな打撃を受けまし

原子力防災計画の綻びが明らかに

人智を超えた災害の脅威が再び

珠洲市大谷地区（9月29日・毎日新聞デジタル）
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た。大谷地区ではこの豪雨により2人の方が亡くなり、土砂と濁流はふるさとを無惨な姿に

変えてしまいました。まさに天災の脅威を再び見せつけられた思いです。

しかしこうした脅威は今や私たちの身の回りに常に存在し、「想定外」は通用しません。自

然災害と原発事故による複合災害が一旦起ってしまえば、それは人智を超えた大災害となる。

それは誰の目にも明らかです。

2021年、水戸地裁は避難計画やそれを実行する体制の不備を理由に、東海第二原発の運転

を差し止める判決を出しました。能登半島地震で原発防災の綻びが明らかになった今こそ、そ

して先の豪雨で天災の脅威を再び見せつけられた今こそ、私たちはこの判決の持つ意味を改め

てかみしめる必要があるのではないでしょうか。

この先、能登半島を今回のような過酷な自然災害が襲い、これに原発災害が重なれば、そこ

は誰も立ち入ることのできない不毛の地となります。

どうか能登半島を不毛の地にしないでください。

どうか私の大切なふるさとを奪わないでください。

確実に避難できる態勢が整わないのであれば、原発はやめるべきです。

このことを強く申しあげて、私の意見陳述とします。

2024年が間もなく暮れようとしています。今年は

元日に起きた能登半島地震に象徴される1年でした。稀

にみる巨大地震は信じがたい被害を能登の地にもたらし

ました。さらに復旧作業がようやく軌道に乗り始めたかに思われた9月下旬、能登地方を襲っ

た豪雨が住民を再び苦境に追い込みました。私たちは能登の人たちにかける言葉さえ失ってし

まったというのが実情です。こうした過酷な状況に対して、国や県の対応は信じ難いほど遅く、

復旧は未だにその道筋すら明らかではありません。

能登半島地震での唯一の救いは、原発震災を免れたことです。かつて関西電力・中部電力・

北陸電力が企図した珠洲原発の予定地は今回の地震の震源地です。志賀原発も福島原発事故発

生時から13年もの間運転を停止していたことが、今回「不幸中の幸い」だったのです。

地震大国ニッポン。避難が不可能であることが明らかになった今、能登半島にある志賀原発

は廃炉にするしかありません。私たちはこのたたかいを、みなさんと一緒にさらに進めていき

ます。この運動を継続するため、金額を問わず年末カンパをお願いします。

同封の「払込取扱票」で郵便局から送金できます（口座からのATM送金で手数料152円～）。

労組など組織として加入している方は、所属組織の指示にしたがってください。

〔事務局 柚木 光〕

確実に避難できる態勢が整わないのなら、原発はやめるべき

【富山訴訟第２０回口頭弁論】

◇期日 １２月１８日（水）１５時～

◇会場 富山地裁⇒弁護士会館（報告集会）

【金沢訴訟第４２回口頭弁論】

◇期日 2025年２月１０日（月）１4時～

◇会場 金沢地裁⇒弁護士会館（報告集会）


